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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暗号指数アルゴリズムの指数である第一の正の整数ｎを再コード化する正則な方法であ
って、
　当該方法は、プロセッサにおいて、
　ｎよりも小さい第二の整数ｓを選択し、
　第三の整数ｎ’＝ｎ－ｓを定義し、
　第四の整数ｍについて、第三の整数ｎ'のｍ変数の表現を桁毎にｓのｍ変数の表現に加
算して、ｎの再コード化された表現を生成する、
ステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ｍは、ｍ＝２kである、
請求項２記載の方法。
【請求項３】

【数９】

であり、前記Ｉはｎのｍ変数の長さを示す、
請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　０＜α＜ｍについて、ｓi＝αである、
請求項３記載の方法。
【請求項５】
　α＝１である、
請求項４記載の方法。
【請求項６】
　α＝ｍ－１である、
請求項４記載の方法。
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【請求項７】
　暗号指数アルゴリズムの指数である第一の正の整数ｎを正則に再コード化する装置であ
って、
　当該装置はプロセッサを備え、
　前記プロセッサは、ｎよりも小さい第二の整数ｓを選択し、第三の整数ｎ’＝ｎ－ｓを
定義し、第四の整数ｍについて、第三の整数ｎ'のｍ変数の表現を桁毎にｓのｍ変数の表
現に加算して、ｎの再コード化された表現を生成する、
ことを特徴とする装置。
【請求項８】
　プロセッサにより実行されたとき、請求項１乃至６の何れか記載の方法を実行する命令
を記憶するコンピュータプログラム。
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